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会  議  記  録  
 

高松市附属機関等の設置、運営に関する要綱の規定により、
次のとおり会議記録を公表します。  

会  議  名  第１回高松市総合計画審議会  

開 催 日 時  令和5年7月24日（月）18時30分～20時10分  

開 催 場 所  高松市役所防災合同庁舎３階３０１会議室  

議     題  
(１ )  会長・副会長の選任について  
(２ )  次期高松市総合計画基本構想案について  
(３ )  その他  

公 開 の 区 分  ■  公開   □  一部公開   □  非公開  

上 記 理 由  
 

出 席 委 員  
（23名）  

赤崎委員、伊藤委員、大美委員、笠井委員、  

喜田委員、木村委員、国東委員、久保委員、  
佐野委員、城下委員、高橋委員、田口委員、  
佃委員  、角田委員、豊田委員、中村委員、  
中橋委員、野田委員、日笠委員、古川委員、  
星野委員、真鍋委員、森田委員  

傍  聴  者  ２人  （定員１０人）  

担 当 課 及 び  

連 絡 先  
政策課  839-2135 

  会議の経過及び結果  
（１）会長・副会長の選任について  
 高松市総合計画審議会条例第３条第１項の規定の規定に基
づき、委員の互選により会長が、会長指名により副会長が選
任された。  
 会長  佃昌道委員  副会長  中橋  惠美子委員  
 
 その後、市長から総合計画審議会会長へ諮問文書を渡し、
議事に移った。  
 
（２）次期高松市総合計画基本構想案について  

事務局から、次期高松市総合計画基本構想案について説明

した。  
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（委員）  

 政策「地域活力の創造」の政策の方向性において、今後、  
更にインバウンドが増加するため、それらを好機と捉えた観  
光振興については記載があるが、先日開催された「G7 香川・  
高松都市大臣会合」のような MICE・世界会議の積極的な誘致  
について記載がないので検討していただきたい。  
 
（委員）  
総合計画を市民の皆様に理解していただくことが最優先だ

と思うが、このことについて、「総合計画の推進」の中に記
載がない。  

これまでと同様に策定しただけでは、総合計画の内容や行
政が目指す方向性を市民に伝えることができない。  
この点について、計画に盛り込むべきではないかと考え

る。  
 

（委員）  
 社会情勢の変化が激しい中で策定する新たな総合計画であ
るが、施策体系はどのように整理したのか御教示いただきた
い。  
 また、人生１００年時代を迎える中、高齢者を取り巻く状
況も変化しており、「人生１００年時代」はあらゆる分野に

横断的に関連するキーワードであると考える。  
 人口減少社会において、公共施設の老朽化対策、今後の整
備方針なども本市の課題として挙げられる。  
 
（事務局）  
 施策体系については、現行の第６次総合計画を継承しつ
つ、人口減少、少子・超高齢社会への対応を最重要課題と
し、本市の現状や課題を踏まえた上で、まちづくりの目標や
政策・施策を再編成した。  
  

（委員）  
 序論「わたしたちのまち高松市」では、読者に伝わる表現
となるよう工夫されたと思う。  
 自治基本条例に謳われている地域コミュニティ協議会や市
民活動団体は、現行の総合計画も関心を持って読んでいると
思うので、その人たちにも伝わる記述が必要ではないかと考
える。  
 
（委員）  
 本市としては、様々な分野に取り組んでいかなければなら
ないと思うが、どの政策・施策を重点的に取り組んでいくか

優先順位を付け、目玉の政策を打ち出していくことも必要で
ある。  
 また、今後８年間の間にも社会情勢は大きく変化していく
と思うので、アジャイル型で施策を積み上げていくことが有
効であるように思う。  
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 SDGs の新たな項目追加の動きもあるため、本市としても、

このような動きと連動しながら、政策・施策を推進するべき
である。  
   
（委員）  
 次期総合計画を「いつまでに」、「何を」、「どのよう
に」達成し、実現していくのか記載がない。  
現行の総合計画は、具体的な成果指標や数値目標があった

ので、次期計画においても具体的な目標の記載があった方が
良いのではないか。  
 

（事務局）  
 成果の指標や数値目標については、次期総合計画において
は、実施計画に掲載することとしている。  
 
（委員）  
民間企業は、高度経済成長期に作られたビジネスモデル、

行政は、従来の政策・施策を展開してきたが、今後の人口減
少社会においては、従来の手法に捉われず、見直していく必
要がある。  
一方で、その前提は税収の確保であるので、しっかり税収

につながり、経済成長できる政策を盛り込んでもらいたい。  

大西市長が就任し、２０年が経過しようとしているので、
ドラマチックな計画を期待したい。  
 
（３）その他について  
（事務局）  
 第２回目は、８月２日（水）を予定している。次回は、ま  
ちづくりの目標ごとに分かれ、御意見をいただきたい。  
 
（閉会）  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


